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安全・安心なまちづくり関係功労者

内閣総理大臣表彰

受賞団体（省庁別団体名五十音順）
○ 大沢ひまわり隊 （栃木県警察）

○ 標津町防犯ボランティア組織レッドシャドー （北海道警察）

○ 自警団・はのうら （徳島県警察）

○ セーフティ・かわつ （島根県警察）

○ 多治見自警団 （岐阜県警察）

○ 長者町・福富町等地域環境浄化特別対策推進委員会 （神奈川県警察）

○ 松江地区お帰りパトロール隊 （和歌山県警察）

○ 都城市菖蒲原防犯協会 （宮崎県警察）

○ 米沢市安全・安心の地域づくり西部の会 （山形県警察）

○ 横田地区安全なまちづくり推進センター （国土交通省）
※ （ ）は、推薦者

平成 2 4 年 1 0 月 1 1 日
警察庁生活安全局生活安全企画課



功 績 概 要

推 薦 者 栃 木 県 警 察

団 体 名 大沢ひまわり隊

所 在 地 栃木県日光市

代 表 者 狐塚 秀幸

平成17年12月に発生した日光市内（旧今市市）におけ

る小学女児殺人・死体遺棄事件を契機に、日光市大沢地

区のＰＴＡ、住民有志を構成員として発足。

事件以来、児童の安全確保に向けて、登下校の見守り

活動、隣接する他の自主防犯団体と合同した青色回転灯

装備車両によるパトロール活動や危険箇所の把握・改善

など、年間延べ１万人のボランティアが参加する地域一

体となった活動を展開。

功 績 の 概 要 さらに、小学校教諭と連携を図り、児童が犯罪に対す

る抵抗力を身に付けることを目的として、子ども緊急通

報装置の使用訓練や通学路安全マップ作成等を実施。

また、構成員のスキルアップと情報共有を目的とした

防犯講習会、支部懇談会等の開催、児童と地域住民の融

和親睦を目的とした交流会を開催など、幅広い活動を展

開し、安全・安心なまちづくりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 北 海 道 警 察

団 体 名 標津町防犯ボランティア組織レッドシャドー

所 在 地 北海道標津郡標津町

代 表 者 青木 敏則

町内で発生した連続恐喝事件を契機に、平成14年12月、

標津町役場の職員有志が集まり活動を開始。現在、町内

の21歳から47歳の会社員、公務員等の現役世代50名が活

動に参加。

登下校時の子ども見守り活動、深夜帯の青色回転灯装

備車両による防犯パトロール、コンビニ等にい集する少

年の補導活動、河川や河口での密漁防止活動等の幅広い

活動を継続して推進。

功 績 の 概 要 標津町内の刑法犯認知件数は大幅に減少し、少年によ

る暴走行為が激減。平成19年以降、児童に対する声かけ

事案や不審者の出没事案は認知されていない。

また、防犯活動の一環として、護身術教室や防犯研修

会を開催し、地域住民の防犯意識の高揚に大きく貢献。

揃いの赤いベレー帽と夜光反射ベストを着用した活動

は地域住民に広く認知され、活動に対する町民の信頼は

厚く、町内の求心力的存在であり、安全・安心なまちづ

くりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 徳 島 県 警 察

団 体 名 自警団・はのうら

所 在 地 徳島県阿南市

代 表 者 平松 政昭

平成16年９月、強盗事件の発生や地域内の犯罪増加を

受け、阿南市羽ノ浦町住民によりＪＲ駅前の環境浄化活

動や盗難被害防止等を目的として結成。

その後、活動領域を拡大し、登下校時の児童の見守り

・保護誘導活動、青色回転灯装備車両による防犯パトロ

ール活動や、振り込め詐欺の防止を目的とした年金支給

日のＡＴＭ集中警戒活動、キャンペーン活動を展開。

その他、交通安全運動や祭礼会場内のパトロール活動、

功 績 の 概 要 警察と連携した小学校、幼稚園等における不審者侵入訓

練、誘拐防止教室を実施するなど幅広い活動を展開。

また、他の防犯ボランティア団体に活動ノウハウを伝

授するなど、自主防犯活動の活性化にも大きく寄与。

刑法犯認知件数の減少や児童の犯罪に対する抵抗力の

向上等、安全・安心なまちづくりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 島 根 県 警 察

団 体 名 セーフティ・かわつ

所 在 地 島根県松江市

代 表 者 小山 昭

平成15年７月、松江市川津地区自治会連合会等が中心

となり活動を開始。公民館を拠点に大学生、ＰＴＡ等15

団体が参加。児童の登下校時間帯には、揃いのパトロー

ルベストを着用して通学路での立哨や、青色回転灯装備

車両を活用しての子ども見守り活動を展開。

その他、児童が安心して通学できる環境整備に向け、

小学校ＰＴＡと連携し、子ども110番の家の設置を推進し、

地域全体で子どもを見守る環境づくりに大きく貢献。

功 績 の 概 要 さらに、地元大学生との防犯環境調査を行い、その結

果を松江市、警察等に報告し、防犯灯の増設や防犯カメ

ラ設置に結びつけるなど、地域の防犯環境整備に尽力。

また、振り込め詐欺防止・万引き防止キャンペーンを

大型店舗で開催するなど、地域住民の防犯意識の高揚に

向けた活動を積極的に展開するとともに、その活動状況

をホームページで公開するなど、安全・安心なまちづく

りに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 岐 阜 県 警 察

団 体 名 多治見自警団

所 在 地 岐阜県多治見市

代 表 者 松島 祥久

放火事件、侵入盗、車上ねらい等の事件、児童に対す

る声かけ事案等の発生を受けて、平成17年９月、多治見

市内にある企業の従業員有志により、防犯活動を開始。

市内８箇所12コースを設定し、就業時間終了後、徒歩

による夜間の防犯パトロールを実施。犯罪の発生実態に

合わせて巡回コースを変更するなど、弾力的かつ効果的

な活動を展開し、刑法犯認知件数の減少に大きく寄与。

さらに、防犯パトロール活動を通じ把握した往来危険

功 績 の 概 要 箇所や防犯灯の必要箇所を、行政に対して積極的に改善

を働きかけるなど、地域の防犯環境整備に貢献。

また、東日本大震災の被災地を視察し、地域の防災対

策の見直しを図るなど、防犯だけにとらわれない幅広い

活動を展開するなど、安全・安心なまちづくりに大きく

貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 神 奈 川 県 警 察

団 体 名 長者町・福富町等地域環境浄化特別対策推進委員会

所 在 地 横浜市中区

代 表 者 山本 紀男

横浜市中区長者町・福富町地区の企業等の代表者らが、

執拗な客引き、違法駐車の蔓延、ピンクビラ等の違法広

告物など風俗環境を浄化するため、平成15年６月、26の

地元企業、商店街会員等の賛同を得て発足。

地域内の捨て看板、ピンクチラシ等の違法広告物の除

去等を目的に、徒歩や青色回転灯装備車両による防犯パ

トロール活動を実施するとともに、地域住民や商店街来

訪者に対して、声かけ、あいさつ等を積極的に行うこと

功 績 の 概 要 でコミュニケーションを図り、地域への安心感醸成に大

きく貢献。

また、活動拠点「番屋」を開設し、地域のセーフティ

ーステーションとして機能させるとともに、防犯カメラ

を独自に設置するなど、防犯環境整備にも尽力。

その他、犯罪抑止に向けた各種キャンペーンを実施す

るなど、歓楽街における安全・安心なまちづくりに大き

く貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 和 歌 山 県 警 察

団 体 名 松江地区お帰りパトロール隊

所 在 地 和歌山県和歌山市

代 表 者 川崎 敏弘

平成16年４月、地域の子どもの安全を守るため、和歌

山市松江地区連合自治会を主体にパトロール隊を発足。

子どもの下校時間帯を防災無線で住民に周知すること

で、50名を超える隊員が通学路で立哨し、子どもに対し

て声かけをするなど、子ども見守り活動を実施。小学校

から遠隔の地域や隊員が少ない地域では、自転車を活用

した見守り活動を行い、子どもの安全に間隙が生じさせ

ない活動に配意。

功 績 の 概 要 さらに、学校での不審者対応訓練にも参加し、教職員

とともに学校が取り組む安全対策の向上に尽力。

その他、振り込め詐欺や街頭犯罪の抑止に向けて、地

区内の金融機関やスーパーで防犯キャンペーンを実施す

るなど、地域住民の防犯意識の向上に貢献。

また、他の防犯ボランティア団体に活動ノウハウを伝

えるなど、県内の自主防犯活動の活性にも寄与し、安全

・安心なまちづくりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 宮 崎 県 警 察

団 体 名 都城市菖蒲原防犯協会

所 在 地 宮崎県都城市

代 表 者 中馬 勝義

昭和43年４月、少年非行や犯罪の多発を受け、都城市

菖蒲原町住民有志により設立。以来、44年間にわたり活

動を継続。

登下校時間帯における子ども見守り活動や中学校ＰＴ

Ａと連携した夜間の合同パトロールを実施するとともに、

防犯灯の点検を始めとした防犯環境の整備にも尽力。

また、協会内に女性のみで構成する「アイリス」を立

ち上げ、高齢者宅への訪問活動、防犯標語の看板作成、

功 績 の 概 要 地域安全情報の提供などの活動を展開。

さらに、防犯以外の活動として、消防署員を招へいし

てのＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作講習会の開催

等、防災に着目した活動も幅広く展開。

各種活動を通じて、地域住民の防犯意識向上に努める

とともに、地域住民の強い連帯感を醸成し、安全・安心

なまちづくりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 山 形 県 警 察

団 体 名 米沢市安全・安心の地域づくり西部の会

所 在 地 山形県米沢市

代 表 者 山田 恒雄

平成18年２月、米沢市西部地区で子ども見守り活動を

中心に活動を開始。

その後、女子高校生への傷害事件の発生を契機に、Ｐ

ＴＡ、消防団員等の多数の現役世代が参加した青色回転

灯装備車両による防犯パトロール活動を開始。「蛍のミニ

パトロール」と称した防犯パトロールは、従来の見守り

活動で対応できなかった薄暮時から夜間までの地域の安

全・安心の確保を推進。

功 績 の 概 要 さらに、小学校教職員等と連携を図り、青色回転灯装

備車両による活動等の理解を深めるための交流会を開催

し、子どもの防犯意識の向上に尽力。

また、周辺の防犯関係団体の参加による「青パト・ネ

ットワーク」の結成において、中心的役割を果たすなど

自主防犯活動の活性化に貢献。

その結果、声かけ事案等の発生を激減させ、地域住民

の多くからその活動効果を認められるなど、安全・安心

なまちづくりに大きく貢献した。





功 績 概 要

推 薦 者 国 土 交 通 省

団 体 名 横田地区安全なまちづくり推進センター

所 在 地 富山県高岡市

代 表 者 若野 富男

平成14年、子どもの安全・安心確保を目的に、前身組

織である「横田小学校区地域ぐるみ学校安全推進委員会」

を設立。平成18年10月、老人会、地元自治会有志等350人

を新たに加え、団体名を変更して積極的な防犯活動を展

開。

主に、登下校時間帯の通学路における子ども見守り活

動、青色回転灯装備車両による防犯パトロール活動や地

元企業の有志による配達等の事業活動を通じた防犯活動

功 績 の 概 要 を実施。

さらに、有事に即応できる子ども見守り活動を目指し、

新入学期には、児童・ＰＴＡ参加による緊急時見守り訓

練や子ども緊急通報装置の使用訓練を実施するとともに、

パトロール隊員の緊急招集訓練も実施。

また、大学生防犯ボランティア団体と連携した各種防

犯キャンペーンの開催、子どもの「安全マップづくり」

への協力、把握した危険箇所を行政に働きかけて改善す

るなど幅広い防犯活動を通じて、安全・安心なまちづく

りに大きく貢献した。
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